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　Participatory　 Action　 Research （以下．　 P　A 　R とす

る）は，障害を対象とする研究分野 に おい て，瞳害

耆の エ ンパ ワ ーメ ン トや自己決定 を推進 し （Sample，

1996）．研究と実践の 「溝」 を埋める （Meyer　et　al、，

1998）も の として注 目されて いる。本報 告は． PA

R の概念 に関す る検討を行い，それが行動分析学に

もた らす寄与 に つ いて検討す る こ とを E 的 とする。

Tablel 　 PAR の 特徴

1。 PAR とは何か？

　 PAR とは 「組織 や コ ミ ュ ニ テ ィ に いる人々 が，

プロの研究者と一緒に 研究過程 （最初の 『デザイ ン』

か ら最後 の 『結果 に関する明示』や 『活動の 含意に

関する討論』まで）に積極的に参加 する 」 （Whyte ，

1991， pp．20）と い う研究モ デル とされ て い る 。　こ

の 研 究 モ デ ル は知識生産 の モード論 （Gibbons　et　al．，

1994）における 「モ ード2 」 と呼 ばれる問題解 決指

向 の 研究モデル （Hoshmand ＆ O ’Byrne ，1996 ）とさ

れる。

2 ． PAR の異体的特徴

　Rogers ＆ Palmer−Erbs （1994）による PAR の特

徴に関する要約を Table　lに示した 。

　また ， Carr ＆ Kemmis （1986）は PAR で は 「な

い 」 もの を以 下 の ように述 べ て い る。 t）社会的実

践者が自分 の 仕事に つ い て思い つ きで するも の で は

な い 。 2 ）単な る問題解 決ではない （対象着の 文化

や価値が重要と：なる）。 3 ）他人 に関する研 究で は

な い 。 4 ）政策実 施の方法やテク ニ ッ クでない 。 5 ）

仮説演繹的な科学的方法で はなく ， 状況を解釈する

だけの 歴 史的方法で もな い 。

3。 PAR と行 動分析学との 接点

　 1 ）行動 分析的 な PAR の 実例 ：Fox ，　 Vaughn ，

Dunlap，＆ Bucy （1997）と Vaughn，　Dunlap，　Fox，　C】ake ，

＆ Bucy 〔1997＞は，問題行動を持 っ た発達障害児と

その 家族を対象に ， 地域 に根ざした家族主導の 行動

／）研 究の 「苅 象者 に つ い て 学ぶ」 こ とばか りで はな く 「対

　 　 象者か ら学ぶ」 こ と も 強調され る

2 ）研 究や対象蓄に対 する客観性ばか りでな く，対象 者の 主

　 　 観 的経 験も 藍要 と される

3 ）研 究者は 「蕚 門家」 として とい うよりは 「コ ン サル タ ン

　 　 ト」 と して 振 る 舞 う

4 ）研 究は 「イ ンサイダ
ー

」 か ら開始されなければ な らな い

5 ） 対 象 者 は 研 究者 と して の役 目転持つ

6 ）対 象者 は 研究過程で あ る 「概 念 化，デザイ ン．実行，解

　 　 釈」 に積極的に含 まれる

7 ） PAR の パ ラ ダイ ム は質 的研 究，エ ス ノ グラフ ィ
ー研 究，

　　そ し て 障害経験 に関 する研究方 法論ゑ採用 す る

8 ）対 象者 は 研 究結 果 を新 政策，新教育過程，新研究の 先駆

　 　 けへ と変 え る 「変革 者 （ehange 　agents ｝」 と して 振 る舞 う

9 ）研 究の 検討專項 は多数 の関係 する消費者 （サ
ー

ビ ス の 末

　　 端 消 費晉 を含む ）の 関心事 に よ っ て 直接影響される

支 援を行 っ た。前者の論文 は．「量的」 （quantitative）

分析を中心に，後者は 「質的」 （qualitative）分析を中

心 に記述 されて い る。また，両論文 の Bucy と い う

名の 執筆者はそ の 対象児 の 母親であ り，支援や研究

の 方略に 関する計画や実行に実際に携わ っ た 。

　 Fox ら （1997｝で は，  問題行動の機能ア セ ス メ ン

トとその 機能仮説 の 立案→  その 仮説の検証 〔実際

の地域 場面 で〉→  BL →   介入 →   フ ォ 〔〕一ア ッ

プ →   社会的妥当性のア セ ス メ ン ト （悶題行動をも

つ 発達障害児 の 母親 4 名 に対す る） とい う．一般的

な問題行動に対する行動的支援 の事例研究 として記

述された。デザイ ンは場面間 「準」多層 ベ ース ラ イ

ン
・ヂザイン で あ っ た 。 介入 は母親 によ っ て実施さ

れた （介入初期に研 究者が母親にプO ン プ トやフ ィ

ー
ドバ ッ クを与え られ た）。論文の 執筆書式も通常

の 行動分析的研究 と同様であ っ た。
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　Vaughn ら（1997）で は，母親の音声 日記 と6 回の

準構造化インタ ビ ュ
ー

（羆後の 1回は ｛§親がイ ン タ

ビ ュ
ーアー

であ っ た）によっ て， tO カ月の全支援

行程 に おける 「家族の経験」 に関する雷語反応が収

集 された。言語反応 の デ
ー

タは 「グ ラ ウ ンデ ッ ト・

セ オリー ・アプロ ーチ」（Grounded 　Theory　Approach ｝

と二いう 「質的」 研究法 （Strauss＆ Corbin，1990）によ

っ て分析された 。 結果は ， Findingsと して，協働で

実施された行動支援の 過程と対応させて，その とき

家族 は どん な受 け止 め方を したか が まず整理され

た 。 さらに，その 質的研 究方法に よ っ て言語デー
タ

を要約する 2 つ の 「テ ーマ 」 が抽出 した。そ の 2 つ

の テ
ー

マ とは
cLYou

　end 　 up 　jumping　through 　hoops”

と
“ Apowerful 　 impact”であ っ た。その 2 つ のテ

ー

マ によ っ て，対象児 の 問題行動はそ の 家族にと っ て

深刻な事柄で あり，その 行動の 低減は家族に とっ て

重要な意味を持 っ て いたことが示 された 。

　 2 ）PAR と行動分析学が接する次元 ： こ こでは，

1 ） の 2 つ の研究を中 心に PAR と行動分析学が接

す る各次元に つ い て 検討す る 。

　　（1）手続き開発のプロ セス ：了ohnston （1993） の

「行動的テク ノロジー
を開発 ・評 価 」 よれば t 手続

き開発の 段階は 3 つ に大別されて い る。その段階と

は．A ）新しい手続きの開発→ B ）新しい手続きの

分析と精錬 → C ）その 手続きの 評価と精錬，で ある。

各段階における 下 位手順は Table　 2 に 示 した。その

中，上記の 研究に関係する部分は，C ）  〜  であ

る と考え られる 。 つ まり，ある程度洗練された手続

きの 評価に関する研究として位置づけられる。また，

2 ）で検討 した PAR の特徴か ら考えると，　 PAR

は潜在的に A ）の   〜  の 部分に関係する部分，つ

まり新たな問題設定の提出 （常識 的には 「問題」と

認識されていない事象に注 目する）と い う部分に関

係すると考え られる と言 えよ う。さらに r消費者」

にイ ニ シアテ ィ ：ブがあるため，手続きの 構 成要素の

修 正や割愛が生 じる場合が考え られる。その ため，

結檗的に 「手続 き実施 に必要 とさ れ る 忠奚 さ 」

（fidelity； Halle，1998）が検討され る必要が あろう 。

　　 （2｝社 会的妥当性の アセ ス メ ン ト手続き ：Fox

ら C1997）で はグラウ ンデ ッ ト・セ オ リ
ー ・ア ブロ

ー

チによ っ て母親の El誌や家族に対するイ ン タビ ュ
ー

Table・2　 「行動 的テ クノ ロ ジー
を開発 ・評価」 過程

A ）新し い手続きの開発

　 　   問題の 性 質は何か

　　  その 手続きの ゴールは何か

　 　   闘心 と二なる行勳は何か

　 　   その 制 御変 数 は 何 か

　　  そ の 関係す る原理や手続 きは何か

B ）新 し い手続 きの分析 と 精 錬

　　  そ の 手続 きの効 粟は 何か

　 　   その構成要 素と効果は何 か

　　  その 効果 の 機序は 何か

　　  そ の 手 続 きはどの ように改善可 能か

C）手続 きの 評価 と精 錬

　　  適 用 さ れ た 条件 で の 効果 は何か

　　  必要な洗練化 は何か，そし て そ の 効 果 は 何 か

　　  その 手続 きは適 用された条件で 維持 するか

　　  その 手続 きはもともとのゴールを達成 したか

の 言語反応が整理 ・分析された。このアプロ
ー

チ は ．

現象に 対する個人的 な意味やス トーリーを記述した

も の （因果 関係と必ず し も関係ない ）をデー
タ とす る

点では行動分析学の アプロ
ー

チとは全く異な る。し

か し．日常文脈，現象の過程を重視する点．データ

を帰納的に分析する点におい ては類似している。こ

のアプロ
ー

チは，介 入の 目標 ， 手続きの 受容 ， 結果

の璽要性 に関する ongeing な社会的妥当性のアセ ス

メ ン ト手続 きと し て 利用 可能で ある と考え られ る

（Schwartz　et　a1，，1995）。

　　 ｛3）研 ee行 動の 機能 ： 問題を抱えて いる本人や

家族に とっ て PAR という研 究行動 の 機能は．援助

付きのセルフ ・ヘ ル プ行動 （セ ル フ
・
ア ドボカシ

ー

行動をも含む）と同一
である と考えられる 。 しか し，

その本人や家族は単なる対象蓄や消費者ではない。

それは ， その セルフ ・ア ドボカシ
ー

行動が 「科学的

な」 信頼性を保持した言語報告の 形態とな っ てい る

からである。こ の よ うなコ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ンの方向

は，ヒ ュ
ーマ ン ・サービスの 「科学 」 にお い て 必須

であると考え られる。今後，そのよ うな研究行動が

生起 ・維 持するための 随伴性を検討 ・設定する必要

があろう 。

　　　　（Na 皿 e＞　 Ta  shi　Muto，　 Akira　Mochizuki
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